
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホーム　あしたりの家

目標達成計画 作成日：　　平成　　２２年　　６月　　１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 23

ご利用者個々の身体状況や意欲のあり方は
様々である。個々の能力や意欲に応じた個別
ケアの見直しが必要である。

・ご利用者と相談し、趣味や生きがいとなる
物を見つけて実践していただく。
・生活の中に楽しみや生きがいを持っていた
だく。

・家事で出来ることは積極的に声を掛けて、無
理のない範囲で手伝っていただく。
・野菜や花の苗を植えて、育てる楽しみや生き
がいを持っていただく。
・歩行等を促すにも具体的な数字を示し、達成
感を持っていただく

１２ヶ月

2
２６
２７

ご利用者の状態が次第に重度化してきている。
看取りに向けての課題の発生も予想される。職
員の更なる資質向上が必要となってくる。

・ご利用者の状態を充分把握しケアの質を
向上する。ご利用者ごとのケアを充実してい
く。ケア内容も細かい部分まで確認し統一す
る。

・ご利用者毎のケアシートの作成。細かい部分
まで取り上げてしっかりした記録内容とする。
・全職員がケアシートを共有し、ご利用者が安
心できる統一したケアを提供する。
・ご利用者の状態に変化が生じｙ\た時は、速や
かに記録を更新する。

１２ヶ月

3 35

夜間に発生した火災に備えての消火や避難を
検討する必要がある。

・危機管理意識を持たなければならない。隣
接する小規模多機能型事業所と合同ｆで夜
間想定の避難訓練を実施する。

・防災管理者を中心に夜間の避難訓練を計画
し実施する。
・実施時には消防署職員に内容を見ていただ
き、消火や避難方法について指導を仰ぐ。
・夜間想定は始めての取り組みなので、反省点
や消防署の指導内容を受けて、次回の訓練に
繋げ安全確保を目指す。

１２ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


